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真
夏
の
太
陽
が
沈
み
責
特
れ
る
こ
ろ
、
火
入
れ
の
の
顔
も
ち
ら
ほ
ら
見
え
ま
す
。
薪
能
は
と
か
く
天
候

γ
か
っ
び

儀
式
J

て
厳
か
に
詐
火
に
点
火
さ
れ
、
や
が
て
深
ま
り
に
左
右
さ
れ
風
雨
、
、
て
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

ゆ
く
閣
の
中
に
剛
玄
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。一

が
、
予
備
会
場
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

箪
火
は
そ
の
昔
、
照
明
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

一
す
。

し
た
が
、
今
は
演
山
の
た
め
の
飾
り
的
な
存
在
で
、

一

浴
衣
が
け
て
涼
し
い
そ
よ
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
気

野
外
能
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て

一
軽
に
観
能
さ
れ
る
み
な
さ
ま
に
比
べ
、
演
能
す
る
立

い
る
感
じ
て
す
。

一

場
の
私
ど
も
能
楽
師
は
大
変
で
す
。
殊
に
能
の
シ
テ

能
は
内
面
的
な
美
や
厳
し
さ
を
求
め
、
あ
る
意
味

一
(主
役
)
に
な
る
人
は
、
什
を
吸
収
す
る
た
め
肌
着
の

で
は
気
位
が
出
い
の
で
、
大
衆
に
広
ま
り
難
い
面
、
が

一
上
に
綿
の
入

っ
た
胴
着
を
つ
け
、
部
厚
い
能
装
束
を

あ
り
ま
し
た
が
、
薪
能
を
通
し
て
大
衆
に
も
親
し
ま

一
幾
主
に
も
着
て
、
能
耐
を
当
て
て
い
出
技
し
ま
す
の
で
、

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
昨
今
は
薪
能

一
酷
暑
の
折
柄
想
像
に
絶
す
る
忍
耐
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

ブ
l
ム
で
、
そ
の
地
域
の
自
然
や
環
境
を
生
か
し
特

一
汗
で
装
束
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
水
分
の
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宝
生
流
能
楽
師

千

徴
を
盛
り
込
み
、
今
年
は
全
国
で
二
百
カ
所
以
上
の

土
地
で
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

富
山
薪
能
も
今
年
で
十

一
回
日
を
迎
え
、
真
夏
の

風
物
詩
と
し
て
広
く
市
民
の
み
な
さ
ま
に
親
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
毎
年
八
月

一
日
よ
り
五
日
ま
で
開
催
さ

れ
る
富
山
ま
つ
り
の
前
夜
祭
と
し
て
、
昭
和
五
十
六

年
に
森
厳
な
護
同
神
社
の
境
内
で
発
足
し
、
四
回
目

よ
り
交
通
の
利
便
な
富
山
城
祉
公
開
に
移
り
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
昔
、
富
山
藩
十
代
藩
主
の

前
田
利
保
公
が
城
内
に
能
舞
台
を
築
き
、
自
ら
も
盛

ん
に
能
を
舞
っ
て
い
た
と
い
う
所
縁
の
地
で
す
。

毎
回
一
一1
三
千
人
も
の
観
客
が
押
し
寄
せ
、
外
人

摂
取
も
控
え
め
に
し
て
能
に
取
り
組
み
ま
す
。
舞
台

ム
つ
け
は
し
ら

の
照
明
も
不
足
が
ち
で
、
見
付
柱
も
な
く
仮
設
舞
台

で
す
か
ら
足
さ
ば
き
も
不
自
由
、
嚇
チ
の
楽
器
の
音

も
拡
戸
器
か
ら
発
す
る
音
を
聞
き
な
が
ら
の
演
技
で

す
か
ら
、
少
し
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
風

向
き
に
よ

っ
て
は
、
簿
火
の
煙
が
観
客
席
や
舞
台
へ

流
れ
た
り
、
小
さ
な
火
の
粉
が
飛
び
散
っ
た
り
、
蛾

や
虫
が
飛
び
込
ん
だ
り
し
て
、
苦
労
い
た
し
ま
す
。

現
代
都
市
の
閣
の
中
に
突
然
現
れ
る
室
町
時
代
の

絵
巻
物
が
、
時
代
を
越
え
て
人
々
の
心
を
魅
了
し
て

行
く
か
の
よ
う
で
す
。
独
特
の
幽
玄
さ
、
神
秘
性
、

そ
し
て
自
然
と
人
々
と
の
融
和
、
が
薪
能
の
魅
力
で
す
。

章
修ふれあし、と対話が築く明弘、社会

「
昭
和
三
十
三
年
に
保
護
司
に
な
っ
て
か
ら
今
年
で
三
十
四
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
よ
く
こ
こ
ま
で
や

っ
て
き
た
な
あ
と
思
い
ま
す
ね
。
本
当
に
泣
き

た
く
な
る
こ
と
や
つ
ら
い
事
が
多
く
て
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
担

当
し
た
人
が
更
生
し
、
社
会
復
帰
す
る
の
を
見
る
の
は
、
何
と
も
表
現
で
き

な
い
く
ら
い
嬉
し
い
で
す
ね
。
こ
の
喜
び
が
あ
る
か
ら
、
こ
ん
な
に
長
い
間

続
け
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
」
優
し
い
目
が
と
て
も
印
象
的
な
園
永
甚

盛
さ
ん
。
現
在
展
開
中
の
第
四
十

一
回

『社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
(
七
月

一
日
1
三
十

一
日
)
で
、
自
ら
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
な
ど
し
て

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
富
山
保
護
区
保
護
司
会
の
会
長
を
務
め
る
と

と
も
に
、
現
役
の
保
護
司
と
し
て
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
を
援
助
す
る

た
め
に
日
夜
頑
張

っ
て

い
ま
す
。

「
社
会
全
体
の
犯
罪
予
防
活
動
も
保
護
司
の
重
要
な
活
動
の

一
つ
で
す
。

最
近
特
に
少
年
の
犯
罪
が
多
く
、
昨
年

一
年
間
の
全
刑
法
犯
の
半
数
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
は
少
年
の
非
行
防
止
を
こ
の
運
動
の
重
点
目

標
に
し
て
、
地
域
住
民
の
方
の
理
解
と
参
加
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
」
地
元
五

福
地
区
の
青
少
年
健
全
育
成
会
の
会
長
も
務
め
、
少
年
の
非
行
問
題
に
関
す

る
協
議
会
や
ミ
ニ
集
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
す
る
園
永
さ
ん
。
そ
の
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
姿
は
、
七
十
三
歳
と
い
う
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

「
保
護
司
を
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
教
師
生
活
を
終
え
た
後
も
、
大
変
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
報
酬
で
あ
る
が
故
に
、
誇
り

を
持
っ
て
行
え
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
と
対
話
と
い
う
、
人
間
と
し
て
最
も
基
本

的
な
も
の
が
要
求
さ
れ
る
仕
事
だ
け
に
、
本
当
に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
々
と
の
対
話
を
進

め
、
理
解
を
求
め
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
、

こ
の
運
動
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
」
地
域
料
法
王
の
社
会
的
連
帯
感
の
必

要
性
を
説
く
園
永
さ
ん
。
そ
の
真
撃
な
態

度
に
接
し
、
今
後

一
層
心
暖
ま
る
人
間
模

様
が
展
開
さ
れ
、
地
域
で
の
連
帯
の
輪
が

広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

薪
能
開
催
の
お
知
ら
せ

第
十
一
回
富
山
薪
能

-
と

き

七

月

三
十

一
日
午
後
四
時

・
と
こ
ろ
富
山
城
祉
公
園

-
能

藤
、
殺
生
石
ほ
か

※
入
場
無
料
(
雨
天
の
と
き
富
山
市
公
会
堂
)

第
三
回
滑
川
薪
能

-
と

き

八

月

二
日
午
後
四
時
半

・
と
こ
ろ
中
央
公
園
広
場

-
能

土

蜘

ほ

か

※
入
場
無
料
(
雨
天
の
と
き
滑
川
市
民
会
館
)

富山保護区保護司会会長園永甚盛さん
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第42田富山県植樹祭・とやま緑の感謝祭
「
木
を
植
え
て
誇
れ
る
緑
の
県
づ
く
り
」
を
テ
l
マ
に
、
五
月
十

二
日
、
第
四
十
二
回
富
山
県
植
樹
祭
が
大
島
町
大
島
中
央
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
植
樹
祭
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

日
曜
日
に
、
し
か
も
平
地
の
都
市
公
園
で
開
催
さ
れ
た
た
め
、
例

年
に
も
ま
し
て
多
く
の
県
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
中
沖
知
事
が

「か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
り
、

日
本

一
の
花
と
緑
の
県
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

林
業
や
地
域
緑
化
に
貢
献
し
た
個
人

・
団
体
を
表
彰
し
た
後
、
花

と
み
ど
り
の
少
年
団
の
代
表
が
元
気
に
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
参

加
者
全
員
で
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
ス
ギ
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
な
ど
二
十
二
種

類
、
千
三
百
四
十
本
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

植
樹
祭
に
続
い
て
、
と
や
ま
緑
の
感
謝
祭
が
催
さ
れ
、
サ
ザ
ン

カ
苗
木
三
千
本
の
無
料
配
布
や
、
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
、
特
設
舞
台

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
、
参
加
者
は
、
楽
し
い
休
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
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...花とみどりの少年団が元気に奮いの

言葉
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...鉢植即売会

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
の
日
に
ち
な
ん
で
今
年
新
た
に
制
定
さ

れ
た

「看
護
の
日
」
の
五
月
十
二
日
、
富
山
市
の
マ
リ
エ
と
や
ま

「オ
ル
ビ
ス
」
で
制
定
記
念
式
典
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
看
護
の
日
は
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高
齢
社
会
を
支
え
て
い
く
た
め
、
看
護
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

式
典
で
は
中
沖
知
事
が
「
看
護
の
日
制
定
を
契
機
に
、
県
民
の

看
護
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
看
護
の
心
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

些
E
R

こ
の
後
、
先
に

一
般
募
集
し
た
看
護
に

つ
い
て
の
作
文
と
ビ
デ

E
町

オ
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
続
い
て
県
立
総
合
衛
生
学
院
の
生
徒

月
ロ

二
十
六
人
が
看
護
の
日
の
テ
l
マ
ソ
ン
グ
、
「
み
ま
も
る
心
」
を
声

M
J川
高
ら
か
に
合
唱
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
若

E

劃

林

一
美
さ
ん
が
「
思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
看
護
を
求
め
て

定

ト

ほ
ん
と
う
に
豊
か
な
社
会
と
は
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行

制

ぃ
、
ま
た
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た
看
護
展
で
は
、
白
衣
の
試
着
・

ー
リ

記
念
撮
影
な
ど
が
若
い
女
性
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

E
』

な
お
、
こ
の
記
念
式
典
の
前
日
に
は
、
富
山
市
と
高
岡
市
で
街

の

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
看
護
学
生
ら
が
道
行
く
人
に
パ
ン

謹
陣

フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
て
、
「
看
護
の
日
」
を
P
R
し
ま
し
た
。

看
F
E
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そしてダイナミックに繊細に、
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北海道がより身近に
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「舎井俊満展」開催

美
術
フ
ァ
ン
待
望
の
「
今
井
俊
満
展
」
が
、
五
月
二
十
五
日
か

ら
六
月
二
十
三
日
ま
で
、
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
俊
満
さ
ん
は
、

一
九
五

0
年
代
に
パ
リ
で
起
こ

っ
た
ア
ン
フ

ォ
ル
メ
ル
(
不
定
型
)
運
動
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
、
国

際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
日
本
美

術
の
伝
統
的
な
題
材
で
あ
る
「
花
鳥
風
月
」
を
、

黒
を
基
調
と
し

た
暗
色
と
、
淡
い
原
色
の
取
り
合
せ
で
描
く
酒
脱
な
作
風
で
、
新

し
い
世
界
を
展
開
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
時
代
の
作
品
か
ら

「波
の
記
録
L

な
ど
十
八
点
、
花
鳥
風
月
の
連
作
か
ら
「
秋
草
図
」
な
ど
十
八
点

ほ
か
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
二
十
五
日
に
は
今
井
氏
の
講
演

会
、
ま
た
六
月
九
日
に
は
俵
万
智
さ
ん
も
加
わ
り
公
開
制
作
が
行

わ
れ
、

詰
め
か
け
た
美
術
フ

ァ
ン
は
、
戦
後
日
本
の
美
術
界
を
代

表
す
る
今
井
氏
の
豪
快
な
制
作
過
程
に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

4 
企俵万智さん

県
民
待
望
の
富
山
|
札
幌
便
が
六
月

一
日
か
ら

一
日

一
往
復
就

航
。
富
山
空
港
は
、
東
京
便
、
名
古
屋
便
を
合
わ
せ
た
三
路
線
が

就
航
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

富
山
空
港
で
行
わ
れ
た
初
便
歓
送
式
で
は
、
中
沖
知
事
ら
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
機
長

・
チ
l
フ
パ
ン
サ
ー

へ
の
花
束
贈
呈
や、

関
係
者
に
よ
る
テ
l
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
就
航
記
念
行
事
と
し
て
、
宗
田
副
知
事
ら
表
敬
訪
問
団

の
二
十
人
が
北
海
道
の
関
係
機
関
を
訪
れ
た
ほ
か
、

札
幌
市
内
の

デ
パ
ー
ト
で
、
富
山
県
の
観
光
と
物
産
展
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

古
く
は
江
戸
時
代
の
売
薬
配
送
や
、
明
治
時
代
の
移
住
な
ど
、

富
山
県
と
は
ひ
と
き
わ
つ
な
が
り
の
深
い
北
海
道
。
今
回
の
就
航

に
よ
り
、
単
に
人
の
動
き
だ
け
で
な
く
、
経
済

・
産
業

・
文
化
の

各
方
面
で
、
今
後

一
層
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

富山一札幌便就航

5 



日本一のスポーツ県づくりを目指している富山県では、平成6年に全国

高等学校総合体育大会(インター八イ)が、また、西歴2000年(平成12年)に
は国民体育大会が開催されます。

そこで県では、昨年の6月に2000年国体のメイン会場となる総合運動公
園陸上競技場の基本デザインを決定し、本年4月には本格工事に着手しま
した。また、昨年11月には、競技力の飛躍的な向上を図るための中枢的組
織として、富山県競技力向上対策本部が設置されました。

このように、インタ一八イ、 2000年国体に向けての準備が今着々と進め
られています。この準備状況と、このほど決定した競技会場地の概要につ

いて紹介します。

。
競
技
会
場
地
決
定

〈二

O
O
O年
国
体
〉

二
0
0
0
年
国
体
の
競
技
会
場
地
は
、
既

に
昨
年
五
月
、
夏
季
、
秋
季
の
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
県
営
高
岡
プ
ー
ル
(
高
岡
市
)
、
県
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
(
富
山
市
)
が
そ

れ
ぞ
れ
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
冬
季
・

夏
季

・
秋
季
の
各
大
会
に
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
三
十
八
競
技
百
二
十
五
種
目
に
つ
い

て、

三
十
三
市
町
村
(
延
六
十
八
会
場
)
が

競
技
会
場
地
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
正
式
競
技
の
開
催
の
な
い
舟
橋
村

と
下
村
で
も
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

県
内
全
域
で
県
民
総
参
加
の
団
体
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

二
0
0
0年
国
体
の
メ

イ
ン
会
場
と
な
る
県
総
合
運
動
公
園
の
中
核

施
設
、
陸
上
競
技
場
の
起
工
式
が
四
月
二
十

三
日
、
富
山
市
新
保
で
行
わ
れ
、
平
成
五
年

の
完
成
を
目
指
し
て
本
格
的
な
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

同
陸
上
競
技
場
は
、
四
百
メ
ー
ト
ル
ト
ラ

ッ
ク
を
日
本
で
初
め
て
九

コ
l
ス
整
備
し
、

冬
期
間
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
日
本

一
の
室

内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
走
路
(
三
百
メ
ー
ト
ル
・

ム
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
平
成
十
二
年

〈
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
〉

平
成
六
年
に
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
二
十
八
競
技
の
会
場
地
も
決
ま
り
ま
し
た
。

各
競
技
の
会
場
地
は、

二
0
0
0
年
国
体

の
会
場
地
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
滑
川
市
の

レ
ス
リ
ン
グ
、

富
山
市
の
車
球
な
ど
、

一
部

競
技
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
三
十
五
市

町
村
の
八
割
に
あ
た
る
二
十
八
市
町
村
に
各

競
場
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
大

会
に
比
べ
多
く
の
地
域
に
分
布
さ
れ
、
広
く

県
民
に
親
し
ま
れ
る
大
会
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

(国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
市
町
村
別
の
会
場
地
は

八
、
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
)

6 

三
コ
ー
ス
)
を
パ

ッ
ク

・
・サ
イ
ド
ス
タ

ン
ド

下
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
面
積
は
約
三

・
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
観
客
収
容
人
員
は
二
万
七
千
人
。
平

成
五
月
に
完
成
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
総
合
運
動
公
園
の
起
工
式
は
、

昭
和
六
十
三
年
の
十
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
公
園
は
ス
ポ
ー
ツ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
へ
ル

シ
l
の
一一一
ゾ
l
ン
に
分
け
ら
れ
、
陸
上
競
技

場
の
ほ
か
、
サ
ブ
競
技
場
、
ス
ー
パ
ー
ド
ー

二
0
0
0年
)
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

1 勺 1ヲ恥
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@

富
山
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部

昨
年
の
十

一
月
に
県
教
育
長
を
本
部
長
と

し
、
県
内
の
官
民
の
ス
ポ
ー

ツ
関
係
者
か
ら

な
る
「
富
山
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
六
年
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
二
0
0
0
年
国
体
に
お
い

て
、
本
県
選
手
が
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
的
、
継
続
的
に

選
手
を
育
成
・
強
化
し
、
飛
躍
的
な
競
技
力

の
向
上
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で

す
。
主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
競
技
力
向
上
の
総
合
計
画
の
策
定

②
競
技
力
向
上
の
事
業
の
実
施

③
指
導
者
の
養
成

・
確
保

④
競
技
力
向
上
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
分

停
川
+干

⑤
競
技
力
向
上
に
係
わ
る
特
殊
競
技
用
具
の

整
備
等



宇野 撃警
ぃ…一E道路五部絞m湖-沼d 二重二議戸;ァ運ー宣通・ら

会場地

市町村 手重 性別 季 手重

数回
競技種目 ト一一「一一 自 配置競技種目 種別

男女 ]3IJ 数

総合開会式 。 。 水球
水泳 シンクロナイ

夏 2 戸ドスイミンク
陸 上 競技 。 。

ボウリング 全種別

体操 体操競技 。 。 秋季大会開・閉会式

7.k~永 水 球 。 陸上競技 全種別

サ ッ カー 少年男子
富山市 8 パスケ、ントボール 。

成年男女テニス

卓 球 。 。 秋 8 体操(競技) 全種別

サッ カー 。 バスケットボール 成年男子

自転車(トラック) 全種別
。 。テニ ス

ライフル射撃(cp) 全種別

自競転技車 トラック 。 高等学校野球 硬式

レスリング 。 バレーボール 少年女子
;骨川市 2 手火 2 

ウエイ卜リフテインクー。 ウエイトリフテインクe 全種別

バレーボール 少年男子

魚津市 1 バレーボール 。 秋 3 ラクピ‘ーフットボール 成年男子

高等学校野球 軟式

バレーポール
成年男女

黒部市 1 バレーボール 。 秋 3 
(6人制)

レスリング 全種別

ソフ トボール 成年男子

大沢野町 1 漕艇 。 。
夏 1 漕艇 全種別

秋 1 ソフトボール 成年女子

夏
カヌー(カヌースラロ

全種別
八尾町 1 ソフトボール 。 ーム・ワイルドウォータ)

秋 1 テニス 少年男女

ソフトボール 。 フェンシング 全種別
婦中町 2 秋 2 

少年女子フェンシング 。 。 ソフトボール

山田村 秋 1 銃剣道 全種別

細入村 1 ;曹艇 。 。 夏 一~匁1一 漕艇 全種別

。 。 長主
季大会開・閉会式

大山町 1 ス キ ー
1 スキー 全種別

舟橋村 デモレストレーションとしてのJしポーツ行事を検討

夏 1 力ヌー(カヌーレーシンク') 全種別
上市町 1 空手道 。 。

秋 1 空手道 全種別

ソフトボール 。 馬術 全種別
立山町 2 秋 2 

登山 。 。 ソフトボール 少年男子

宇奈月町 1 アーチェリー 。 。 秋 1 アーチェリー 全種別

入善町 1 バレーボール 。 秋 1 バレーボール
成年女子

(9人制)

朝日町 1 。 秋 1 バレーボール
成年男子

バレーボール
(9人制)
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。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
ニ
O
O
O年
国
体
の
開
催
に
向
け
て

富
山
県
は
「
日
本

一
の
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ

県
」
を
目
標
に
掲
げ
、
す
べ
て
の
県
民
が
日

常
的
に
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、

ま
た
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
面
で
は
、
全
国
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
で
活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

平
成
六
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
二
0
0
0

年
国
体
は
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
の
で
き
る
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
べ• 

ン
ト
で
す
。

県
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
の
で
き
る
諸
条
件
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
競
技
力
の
向
上
な
ど

一
層
の
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
進
め
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の

大
会
を
二
十

一
世
紀
を
迎
え
る
節
目
に
ふ
さ

わ
し
い
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
大
会
を
成
功
に
導
く
原
動
力
は
、

県
民

一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
で
あ
り
、

そ
れ
は
県
民
総
参
加
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
す
る
も
の
で
す
。

平
成
六
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
、
西
暦
二

0
0
0年
の
富
山
凶
体
に
、
い
く
つ
の
感
動

シ
l
ン
が
生
ま
れ
る

の
か
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
百
卜
二
万
県
民
の
力
を
結
集
し
て
、
す

ば
ら
し
い
大
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

J

d
F
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県Fi~~畜産課
日本の畜産業界は、今年四月から牛肉の輸入が自由化された

ことにより、産地問競争が一段と激しくなっています。県内の

畜産農家も、厳しい対応を迫られています。

こうした状況の中で、畜産課では、畜産農家の経営の安定と

健全な発展のための支援を行っています。また、県民の皆さん

においしい畜産物を安い価格で安定的に供給するため、品種改

良や流通販売体制の整備等、様々な事業に取り組んでいます。

c) 、
、、，

、どマ:しお、
私
た
ち
は
、
普
段
か
ら
、
肉
・
牛
乳
・
卵
な
ど
の

畜
産
物
を
多
く
消
費
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
の

よ
う
に
生
産
さ
れ
、
私
達
の
手
元
へ
届
く
の
か
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
畜
産
業
が
行
わ

れ
て
い
る
現
場
を
見
る
機
会
も
な
く
、
な
じ
み
の
な

い
産
業
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

牛
肉
の
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
、
畜
産
農
家
の
方
々

の
経
営
も
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
よ
く
耳
に

し
ま
す
が
、
富
山
県
の
畜
産
業
の
現
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
畜
産
課
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
っ
そ
く
私
は
、
青
木
参
事
さ
ん
か
ら
、

や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

わ
か
り

畜
産
課
の
仕
事

玄
同
虚
課
の
仕
半
は
、
大
き
く
て
つ
に
区
分
さ
れ
ま

す
。
一

つ
め
は

「県
民
に
新
鮮
で
お
い
し
い
奇
産
物

を
安
定
的
に
供
給
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
官岡
山

は
新
鮮
な
魚
介
類
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
は
必
ず
し
も
帝
政
物
を
多
く
山
殺
す
る
県

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
食
生

活
の
多
様
化

・
高
級
化
に
伴
い
、
畜
産
物
の
需
要
が

大
き
く
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
生
産
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

富
山
県
は
、

卯
以
外
の
斉
産
物
は
、
そ
の

一
部
を
他

県
か
ら
移
入
し
て
お
り
、
県
内
自
給
率
は
、
午
礼
が

約
七
割
、
牛
肉
が
約
五
割
、
豚
肉
が
約
八
割
と
な

っ

て
い
ま
す
。
お
い
し
い
畜
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
に
は
、
こ

の
自
給
率
を
高
め
て

い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

レポーター:
究
中
の
「
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
種
」
の
豚
は
、

日
本

一
と

い
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
資
質

・
能
力
を
も

っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
、

一

般
の
人
に
家
畜
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
、
ミ
ニ
動
物
園
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

次

に

訪

れ

た

婦

中

町

に

あ

る

肉

用

牛

ム

セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
、
優
良
繁
殖
素
牛

山一

の
改
良
増
殖
や
受
精
卵
移
殖
技
術
の
開

h

‘

d

発
や
実
用
化
を
行

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

禽

叶

'U
判

E

ま
た
、
こ
こ
は
、
畜
産
農
家
の
研
修
施

tm号
。
』

設
と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。

L

一
般
に
家
畜
を
飼

っ
て
い
る
所
は
臭

く
て
汚
い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
私
も
そ

咋

の
一
人
で
し
た
が
二
ヵ
所
の
研
究
施
設

hv
富
山
平
野
が

一

も
う

一
つ
は

「
低
コ

ス
ト
で
牛
虐
し、

も
う
か
る

畜
産
経
常
を
進
め
る
」

こ
と
で
す
。
畜
産
農
家

が
、
産
地
問
競
争
の
中
で、

h-圃
---EF、

一
五
く
安
定
的
に
畜
産

h
畠
・
週
酒
週
緬
司
忍
温
週
需

物
を
供
給
し
、
ま

・
園
田
畑

一一

た
健
全
な
経
常
を

園

周
主

戸一
均
一汎

維
持
し
て
い
く
た

a
R河川

{
~

v

め
に
は
、
低

コ
ス
ト

d
a
F

K7
1

で
品
質
の
よ

い
物
を

つ
く

，

f
除
広
J

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
畜

パ

z
ご

産
課
で
は
、
こ
の
諜
題
を
解
決
す
る
た

め
に
高
産
農
家
の
大
規
模
化
を
図
る
ほ
か
、
受
精
卵

移
帆
技
術
の
開
発
や
優
良
な
品
種
の
育
成

・
普
及
に

努
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

ま
た、

生
産

倒
格
の
安
定

の
た
め
、
転

作
出
で
の
飼

料
の
栽
培
や

未
使
用
地
の

草
地
化
な
ど
、

飼
料
の
自
給

率
を
高
め
る

事
業
を
進
め

て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

こ
の
他
に
者
産
業
を
通
じ
て

「県
民
に
い

こ
い
の

場
を
提
供
す
る
」
こ
と
も
大
切
な
仕
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は

「
ふ
れ
あ
い

牧
場
」
等
を
整
備

企系統豚「タテヤマ」の説明を受ける

考
え
十
刀
が
変
わ
り
ま
し
た
。
両
万
と
も
、

と
て
も
き
れ
い
で
忠
臭
も
な
い
所
で
、
特
に
肉
町
午

セ
ン
タ
ー
は
、

景
色
も
よ
く
、

の
ど
か
で
、
と
て
も

よ
い
所
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
ハ
イ
キ
ン
グ
が
て
ら
に

ち
ょ

っ
と
足
を
運
ん
で

を
訪
れ
て
、

企青木農業水産部参事(畜産課長)

し
、
県

民
が
気

経
に
立
ち

寄
っ
て
、楽
し

み
な
が
ら
畜
産
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
つ
く
る
こ
と

10 

ー
お
い
!
い
肉
r
T

、F〈
}
た
め
に
|

畜
産
試
験
場

肉
用
牛
セ
、
d

う

y
l

お
い
し
い
肉
を
つ
く
る
た
め
に
、
実
際
に
ど

の
よ

う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は

ま
ず
は
じ
め
に
大
沢
野
町
の
帝
庄
試
験
場
を
訪
ね
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、

主
に
、
優
良
な
豚
を
州
産
す
る

た
め
の
品
租
改
良
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

「
タ
テ
ヤ
マ
L

と
い
う
品
種
が
造
ら
れ
た
ほ
か
多
く
の

研
究
が
成
功
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
研

み
ら
れ
た
ら

と
て
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

①
 

畜
産
課
や
そ
の
関
係
機
関
で
働
い
て
い
る
方
々
の

努
力
に
よ
っ
て
、
富
山
で
は
、
と
て
も
品
質
の
よ
い

畜
産
物
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
し
は
お
わ
か

り
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
達

に
安
く
て
よ
い
も
の
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
た
め
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
と

や
ま
の
肉
が
県
の
代
表
的
な
特
産
品
と
な
る
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

.肉用牛センターにて

11 
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花ーミスエキスポ富山、決定。

E盟国-盟国-

来
年
の
七
月
十
日
に
太
閤
山
ラ
ン
ド
で
閉
幕
す
る

J
E
T
幻

(
第

1
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
幻
)
の
「
ミ
ス
エ
キ
ス
ポ
富

山
」
審
査
会
が
六
月
七
日
、
富
山
市
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
、
五
人
の
ミ
ス
エ
キ
ス
ポ
富
山
が
誕
生
し
ま
し
た
D

ミ
ス
た
ち
は
今
後
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
県
内
外
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
活
動
や
J
E
T
旬
開
催
中
に
お
け
る
セ
レ
モ
ニ
ー
等
の
ア
シ

ス

タ
ン
ト
を
努
め
る
な
ど
J
E
T
の
顔
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
応

募
し
た
県
内
の
十
八
歳
以
上
の
女
性
百
二
十
二
人
か
ら
書
類
審

査
と
面
接
の
結
果
、
二
十
人
が
最
終
審
査
の
ス
テ
ー
ジ
に
並
び

ま
し
た
。
選
ば
れ
た
五
人
は
驚
き
と
喜
び
、
が
入
り
交
じ
っ
た
よ

う
な
表
情
で
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

五
人
の
ミ
ス
エ
キ
ス
ポ
富
山
は
次
の
方
々
で
す
。

棚

田

早

織

大

山

町

、

会

社

員

松

原

忍

入

善

町

、

家

事

手

伝

い

中
島
千
恵
子
井
波
町
、
自
営
業

野

尻

加

奈

代

高

岡

市

、

会

社

員

関

本

朋

子

富

山

市

、

学

生

①前売り入場券発見

JET'92 

「圃E・7弓+帯山盟袋台n皇爪董佳
宋民ノヨ ν 函康宅~/JU官 JVJ雰宗
新しい時代に向けて、人間の生き方、地域のあり方、

その豊かなライフスタイルを提唱する第 1回ジャパン
エキスポ富山 '92。それは個性的で独創性のある楽しい
博覧会として個人、企業、団体を問わない広範で多様

な参加を呼び掛け 「参加の祭典」をめざしています。

このため、協会ではジャパンエキスポ館内に一週間

程度の出展の場「県民プラサ‘」を設置します。県内の

個人、サークル、団体などを対象に幅広い介野の県民

の方々の参加を募集します。

1.応募資格 県内の個人、サークル、団体等

2.応募要件
(1)参加形態が展示を中心とするものであって、 展示に

関する実演、来場者へのサービス、来場者の参加等

が付随しても差し支えありません。

(2)原則として引き続く一週間程度県民プラザ全体 (約

100m')を使用して、展示すること。ただし、 これ未
満の期間、面積を希望される場合であっても気軽に

ご相談ください。

3.募集期間
平成3年7月10日嗣-8月31日仕)当日消印有効
4.応募方法
県民プラザ参加申込書を協会に提出

申込用紙や参加の条件など詳しい資料は、下記ま で

ご連絡下さい。郵送し ます。

干930 富山市新総曲輪4番18号
富山ジャパンエキスポ協会出展課

ft0764・41・8000

七
月
十
日
か
ら
前
売
り
入
場
券
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
前

売
り
入
場
券
に
は
、
ハ
ワ
イ
旅
行
な
ど
豪
華
賞
品
の
当
た

る

「
抽
選
応
募
券
」

が
付
い
て
い
ま
す
。
第

一
期
前
売
り

期
間
は
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
、
第
二
期
前
売
り
期
間
が

平
成
四
年

一
月

一
日
か
ら、

‘七
月
九
日
ま
で
で
す
。

(
料
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。)

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
f

お
得
恕
J
E
Tコ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

14 

開
催
期
間
中
何
回
で
も
入
場
で
き
る
大
変
お
得
な
パ
ス

ポ
ー
ト
タ
イ
プ
の
入
場
券
で
す
。
入
場
さ
れ
る
本
人
の
写

真
を
ご
自
分
で
貼
付
す
る
も
の
で
す
。

女
入
場
券
は
関
係
機
関
(
主
催
者
団
体
等
)
の
ほ
か
、
旅

行
代
理
庖
、
県
下
の
主
要
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売
さ
れ
る

ほ
か
、
ご
家
庭
に
居
な
が
ら
も
ご
購
入
で
き
ま
す
。

町
内
会
等
か
ら
の

「回
覧
申
込
書
」
に
ご
希
望
の
入
場

券
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-入場料

普通入場券 1 JETコールド力一ド
当日券区 分

第1期 第2期 第 1期 第2期

おとな(18才以上) 2.000円 2.250円 4.000円 5，000円 2.500円

せいと (高校生・中学生) 800円 900円 1，600円 2.000円 1.000円

こども(3才以上・小学生) 400円 450円 800円 1.000円 500円

本こ‘注意・・・区分は入場する日 (JE Tゴールドカー ド
については平成4年7月10日)現在のもの
のを適用し ます。また身体障害者手帳、

壁賢子そ慢--暫傷者病手帳!をお1寺ぢの方等
!.:L. ~ 当旦売!~q?1寺551]割百入場券{半額五〈
ござLます。 一一切守】------ぽ】 V 】》γ

テ
ー
マ
ミ
2
3
Uヴ
ワ
h

マ
イ
ト
ル
事
集

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
何
点
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
(
た
だ
し
、

官
製
は
が
き
一
牧
に
つ
き
一
点
と
し
ま
す
。)

3
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
タ
イ
ト
ル
名
と
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

4
締
め
切
り

8
月
引
日
出

当
日
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

5
応
募
先

富
山
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
協
会
「
テ
ー
マ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
タ
イ
ト
ル
」
募
集
係

一T
9
3
0
富
山
市
新
総
曲
輪

4
番
問
号

2
0
7
6
4
・
れ
・

8
0
0
0

6
採
用

1
点
賞
状
と
賞
金
問
万
円

た
だ
し
同
一
タ
イ
ト
ル
名
が
多
数
の
場
合
は
、

採
用
者
数
で
賞
金
総
額
を
等
分
し
ま
す
。

7
発
表
叩
月
上
旬
に
採
用
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
o

rテ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

博
覧
会
の
テ
ー
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
左
記

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
博
覧
会
の
ご
紹
介
と
と
も
に
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

位

0
7
6
6
・
n
・
2
8
0
0

1
応
募
資
格

2
応
募
点
数

15 



風
の
あ
る
ま
ち
に
現
わ

れ がア 気が島 .-1....... 
だ町るッ風分でか 官官 E 
け長 。フ。力にきら #J.‘〆
のの が発なる富 三
もプ 行電る 。LLJ、，、
のラ わで。さ湾 量
がン れ起 わ ，、、ー
でと 、こ や眼 .ー園
き町 風し か下 一一一一目
た民 のた なに .....
。の城電風は 1m.

[t ) ~ア は気 が神 田ぬ
帯 、 風イ 夜を 日大通 'ユT4ア...風の城の研修室 /""r、
五 の デ空利き峡 FJ‘

‘荘のなおに発域城ア に用 、を ‘"
の大夢でりもの エ」が 白し 何 ー ナィ:
だなを行、指モネは結 くて と望 _l....l畠
。実かう町定デル、集 浮 、 もす T画面
験な、民さルギ国し かラ 爽る "'JN瓦畠
施え未みれ事|のて びイ 快こ .'v，
設る来んて業開地こ あ卜 なと 』ー

ノ、

沢
野
町

ふるさと
みてある

国
道
制
号
線
を
大
沢
野
方
面
に
向
か
う
と
、
猿
倉
山

頂
上
に
突
然
、
白
を
基
調
に
し
た
何
と
も
不
思
議
な
形

を
し
た
建
物
が
現
れ
る
。
大
沢
野
町
が
ふ
る
さ
と
創

生
の
一
億
円
を
利
用
し
て
つ
く
っ
た
と
い
う
「
風
の
城
」

だ
。
遠
く
か
ら
見
る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
で
描
か
れ
た
妹
の
よ
う
な
、
は
た
ま
た
宇
宙
の
彼
方

か
ら
飛
来
し
た

U
F
O
の
よ
う
な
、
何
と
も
い
え
な
い

r司、

，問、、

同ト

k
r

ト

kF'

h
 

と
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
U

四
面
の
彫
刻
は
江
戸
時
代
の

安
永
年
間
に
、
当
時
の

一
流
の
作
家
た
ち
に
よ

っ
て
彫

ら
れ
た
も
の
で
、
県
下
で
最
も
古
い
曳
山
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
曳
山
は
金
具
が

一
際
使
わ
れ

て
お
ら
ず
、
町
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
「何

と
か
こ
の
曳
山
を
修
理
し
て
、
お
祭
り
に
出
せ
な
い
か

と
考
え
、
戦
後
長
い
間
踊
る
人
も
な
く
な
り
す
た
れ
て

い
た
願
念
坊
踊
り
と
合
わ
せ
て
、

J
品
砂
山
願
念
坊
祭
。

と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す

よ
U

こ
う
し
て
こ
の
曳
山
が
大
沢
野
町
民
に
お
目
見
え

し
た
の
が
昭
和
五
十

一
年
。
置
県
百
年
記
念
の
大
曳
山

ま
つ
り
で
も
そ
の
勇
姿
が
披
露
さ
れ
、
観
衆
を
多
い
に

沸
か
せ
た
。

「
こ
の
お
祭
り
の
特
徴
は
豪
華
な
曳
山
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
か
わ
い
い
着
物
を
き

て
踊
る
と
こ
ろ
に
も
特
徴
が
あ
る
ん
で
す
U

踊

っ
て
い

る
の
は
地
元
の
大
久
保
小
学
校
の
三
1
六
年
生
。
毎
年

お
祭
り
の
始
ま
る

一
か
月
く
ら
い
前
か
ら
学
校
で
練
習

を
始
め
る
。
「
子
供
た
ち
は
毎
年
着
物
を
着
る
の
が
楽

し
み
で
、

一
生
懸
命
練
習
し
て
く
れ
ま
す
よ
。
あ
と
、

お
祭
り
で
も
ら
っ
た
お
花
で
、

子
供
た
ち
を
キ
ャ
ン
プ

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
連
れ
て
い

っ
て
あ
げ
た
り
す
る
の

で
、
そ
れ
も
楽
し
み
の

一
つ
み
た
い
だ
ね
U

と
村
田
さ

ん
は
に
こ
や
か
に
話
す
。
最
近
の
、
若
い
人
た
ち
が
お

祭
り
や
伝
統
芸
能
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
時
代
の
流

れ
の
中
で
、
逆
に
地
元
の
人
た
ち
の
熱
意
で
復
活
し
た

高
砂
山
願
念
坊
祭
。
大
沢
野
町
に
春
を
告
げ
る
お
祭
り

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

大沢野町の概要
人 口 20，875人 (5月1日現在、県人口統計調査より)
面積 75.90km'
寺家公園や神通峡県定公園など、豊かな水と緑に恵まれた町。

特に今年は、猿倉山山頂に「風の城」が完成し、大いに話題とな

っている。また大沢野町は、らっきょうといちじくの特産地でも

ある。

S

F
的
な
形
を
し
た
建
物
で
あ
る
。
こ
れ
が
風
車
だ
と

聞
い
て
、

一
体
何
人

の
人
が
信
じ
る
だ
ろ
う
か
。
い
わ

ゆ
る
オ
ラ
ン
ダ
型
の
風
車
で
は
な
く
、
地
元
の
人
た
ち

が
か
神
通
お
ろ
し
。
と
呼
ぶ
下
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
で

も
ま
わ
る
よ
う
に
と
、
垂
直
軸
型
風
車
を
導
入
し
た
の

が
特
徴
。
六
枚
の
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
巨
大
な
風

車
が
カ
タ
カ
タ
と
い

う
独
特
の
機
械
音
を
出
し
な
が
ら

ま
わ
り
、
そ
の
力
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
転
さ
せ
、
電
気
を

起
こ
す
仕
組
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
最
大

一
0
キ
ロ
ワ

ッ
ト
ま
で
発
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

案
内
を
し
て
も
ら

っ
た
町
役
場
振
興
課
の
長
沢
さ
ん

と

一
緒
に
展
望
台
に
上
が

っ
て
み
る
。
遠
く
は
能
登
半

ふ
る
さ
と
を
思
う
心
で

復
活
i
高
砂
山
願
念
坊
祭

毎
年
四
月
の
第
二
日
曜
日
、
大
沢
野
町
で
「
高
砂
山

願
念
坊
祭
」
が
行
わ
れ
る
。
黄
色
と
緑
色
を
組
み
合
わ

せ
た
着
物
や
神
子
さ
ん
の
衣
装
を
着
た
子
供
た
ち
の
踊

り
の
列
の
後
か
ら
、
約

二
百
年
の
歴
史
を
誇
る
豪
華
な

曳
山
が
曳
か
れ
る
と

い
う
勇
壮
な
お
祭
り
。
こ
の
高
砂

山
願
念
坊
祭
保
存
会
の
ニ
代
目
会
長
を
務
め
る
村
田
栄

博
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

「
朽
ち
果
て
て
い
た
曳
山
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を
見
つ
け
て
、

こ
り
ゃ
大
変
な

も
の
を
見
つ
け

た
、
と
い

う
こ

ー企高砂山願念坊祭保存会

会長村田栄博さん

地
元
に
伝
わ
る
民
話
を
人
形
劇
で

大
沢
野
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
「
エ
ン
ゼ
ル
」

昨
年
の
十
一
月
十
八
日
、
大
沢
野
町
民
文
化
会
館
で
、

地
元
の
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
「
エ
ン
ゼ
ル
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
「
あ
ね
く
ら
姫
も
の
が
た
り
」
の
人
形
劇
の
上

演
中
に
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
っ
た
。
舞
台
が
わ
り
に

た
て
か
け
て
使
っ
て
い
た
テ
ー
ブ
ル
が
倒
れ
て
し
ま
い
、

人
形
を
操
る
姿
が
観
客
に
見
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し

誰
も
そ
れ
に
気
付
か
ず
に
、
劇
を
続
け
た
の
だ
そ
う
で

あ
る
。
皆
き
ん
の
人
形
劇
に
取
り
組
む
姿
勢
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

こ
の
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
「
エ
ン
ゼ
ル
」
は
、
昭
和
六

十
三
年
に
結
成
さ
れ
て
以
来
熱
心
な
活
動
を
続
け
、

今
...人形劇グループ「エンゼル」の皆さん

年
四
年
目
を
迎
え
た
。
グ
ル
ー
プ
の
代
表
、
荒
瀬
民
さ

ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

「
子
供
た
ち
ゃ
ご
老
人
の
方
々
に
、
何
と
か
わ
か
り

や
す
い
方
法
で
、
大
沢
野
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
話

を
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
何
か
い
い
方
法
は
な
い

か
と
考
え
て
、
人
形
劇
を
思
い
つ
き
ま
し
た
U

人
形
劇

に
使

っ
て
い
る
人
形
は
全
て
手
作
り
。
と
は
い
え
な
か

な
か
の
も
の
で
、
け

つ
こ
う
重
量
感
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
表
情
が
違
う
。
ま
た
人
形
劇
を
演
じ
る
時
は
、
み
ん

な
文
楽
の
黒
子
が
か
ぶ
る
よ
う
な
布
を
か
ぶ
り
、
ち

ゃ

ん
と
照
明
も
操
作
す
る
と
い
う
、
な
か
な
か
本
格
的
な

も
の
な
の
で
あ
る
。

「
こ
の
劇
の
中
に
合
戦
の
シ

l
ン
が
あ
る
ん
で
す
。

こ
の
シ

l
ン
で
は
、
こ

っ
ち
か
ら
玉
を
投
げ
た
り
、
投

げ
返
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
子
供
た
ち
に
劇
に
参
加

し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
こ
の
時
は
、
子
供
た
ち
と
の

一

体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
日
と
い
う
荒
瀬
さ

ん
。
グ
ル
ー
プ
の

一
員
で
、
舞
台
背
景
の
絵
な
ど
も
描

く
長
根
尾
幸
子
さ
ん
は
、
「
今
の
世
の
中
は
す
ご
く
便
利

に
な

っ
た
と
思
う
け
ど
、

一
番
大
切
な
も
の
が
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
を
子
供
た
ち

に
思
い
起
こ
さ
せ
る
に
は
、
民
話
な
ん
か
を
人
形
劇
で
演

じ
る
の
が

一
番
い
い
と
思
い
ま
す
ね
U

と
い
う
。

と
に
か
く
子
供
た
ち
ゃ
お
年
寄
が
好
き
で
、
そ
の
喜

ぶ
笑
顔
を
見
ょ
う
と
、
メ
ン
バ
ー
は
今
、

二
作
目
の
劇

「カ

ッ
パ
の
恩
返
し
」
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
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整
備
不
良
車
両
の
追
放

整
備
不
良
車
両
の
運
転
は
、

暴
走
族

の
マ
フ
ラ
ー
外
し
に
よ
る
暴
音
走
行
や

ダ
ン
プ
カ
ー
の
さ
し
枠
の
取
り
付
け
等

に
よ
る
過
積
載
に
代
表
さ
れ
る
よ
、
つ
に
、

交
通
の
安
全
を
阻
害
し
、

か
つ
、

県
民

の
平
穏
な
日
常
生
活
に
対
し
て
の
脅
威

を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

整
備
不
良
車
両
追
放
の
た
め
に
、
次

の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
不
正
改
造
車
両
を
見
た
ら
警
察
へ
通

報
す
る
。

-
車
両
を
不
正
に
改
造
し
な
い
。

-
不
正
改
造
車
両
を
販
売
し
な
い
。

-
不
正
改
造
部
品
等
を
販
売
し
な
い
。

-
不
正
改
造
に
必
要
な
工
県
類
、

場
所

を
提
供
し
な
い
。

合同
以
下
不
正
改
造
車
両
の
見
分
け
る
チ

エ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

〈不正改造車両の見分け方チェックポイント〉

前薗ガラス、運E転者席及び勤手席の懇ガラス
・指定以外のステッカー賠付

・驚色フィjレム等の賠付

運転視野の確保が図れなくなり、危険です。

嘗音量豊

・ミュージ，ツク ・ホーン

他の交通に警告の趣旨が伝わらず危険です。

また、騒音公害にもなります。

衝撃を緩和できない惰造のもの、鋭い突起

を有するもの等は、歩行者等との衝突の際

損傷を与え危険です。

r燃料蒸発ガス排出抑止装慣

;・キヤξスターの叡外し

燃料が蒸発することによる炭水化素の

大気中への排出を抑止することができ

なくなり、大気汚染の原因となります。

不
動
産
取
得
税
の
お
問
い
合
せ
は

も
よ
り
の
県
税
事
務
所
ヘ

不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産
(
土
地
及
び

家
屋
)
を
、
売
買
、
交
換
、
贈
与
、
建
築
等

に
よ
り
取
得
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
不
動
産

の
取
得
者
に
一
度
だ
け
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。
〔
税
率
は

4
%
(
住
宅
に
つ
い
て
は

3
%
)〕
。

一
定
の
要
件
に
適
合
す
る
住
宅
・
住
宅
用

土
地
に
つ
い
て
は
、
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

V
税
が
軽
減
さ
れ
る
要
件
な
ど
く
わ
し
く
は
、

も
よ
り
の
県
税
事
務
所

へ
。

〈
問
合
せ
先
〉

富
山
県
税
事
務
所
合
0
7
6
4
・
引
・

2
5
5
1

高
岡
県
税
事
務
所
8
0
7
6
6
・
引

・
9
4
1
1

魚
津
県
税
事
務
所
2
0
7
6
5
・
μ
・
5
3
1
1

砺
波
県
税
事
務
所
宮

0
7
6
3
・
お
・

5
1
5
1

。
フ
月
は
納
税
強
調
月
間
で
す

あ
な
た
の
税
金
が
、
明
日
の
富
山
県
を
造
り
ま
す
。
皆
様
の
よ
り

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
物
は
一
度
経
験
す
る
と
自
ら
そ
の

使
用
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

繰
り
返
し
乱
用
す
る
と
、
幻
覚
や
妄
想
等
の
精
神
障

害
が
現
わ
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
原
因
で
凶
悪

な
犯
罪
や
悲
惨
な
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

薬
物
乱
用
は
そ
の
人
自
身
の
人
格
が
侵
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
大
切
な
家
庭
を
崩
壊
し
、
さ
ら
に
は

社
会
全
体
に
も
計
り
知
れ
な
い
幣
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。
薬
物
乱
用
を
根
絶
す
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が

本
当
の
怖
さ
を
理
解
し
、
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
薬
物
乱
用
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

f!x付位置、取付方法が不適切なもの、鋭い突起を
有するもの等は、歩行者等に損傷を与え危険です。

-え与を

い一

↓恐

選

一
舷

色

一
に
。

の
一
通
す

灯
光

一
交
で

照
灯

一
の
険

前
・

-
他

危

すで険危し

↓J
一
平
品

付

一
及

叡

一
を

の

一
害
二
危

ナ

一
に

ル
ン
一等

一
ピ
一者

イ
ス

一
行

水

・
一
歩

切断等によりばねの一部または全部を除去

しますと、サスペンションの正常な機能力1

失われ、かじ取操作等に影響を与えます。

j肖音器の取外し、切断等の改造をしますと

騒音公害の原因となります。また、触媒装

置(有害な排出ガスを減少させる装置)を取

り外しますと、大気汚染の原因となります己

方向指示器

・点滅回数が毎分8日間以上120詔
以下以外のもの

他の交通に誤認を与え危険です。
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フォグランプ

・1万カンデラ以上
・灯光のをち遣い

・同時に3個以上の点灯
・前照灯より議い位置の取付け

他の交通に舷惑を与え危険です。

タイヤ
・灘体外への突出

車体外に突出したタイヤは、車体やプレ キ

機構等と干渉するおそれが生じ、また、歩行

者等に危蓄を及ぼし危険です。

自
動
車
の
保
管
場
所
法
改
正
の

お
知
ら
せ

保
管
場
所
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

3
年
7
月
i
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
保
管
場
所
標
章
(
車
庫
証
明
ス
テ
ッ
カ
ー
)

が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
自
動
車
(
軽
四
を
除

く
)
は
、
運
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

保
管
場
所
標
章
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、

7
月
1
日
以
降
に

①
自
動
車
(
中
古
取
得
を
含
む
)
を
登
録
す

る
と
き

②
自
動
車
の
保
管
場
所
を
変
更
し
た
と
き

団オ艮絶

で
す
0

・
保
管
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
日
日
以

内
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

-
保
管
場
所
標
章
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
「
車

庫
な
し
車
」
に
は
、
運
行
禁
止
命
令
が
あ

り
ま
す
。

-
青
空
駐
車
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
、
罰
金
の

上
限
が
三
万
円
か
ら

二
十
万
円
に
、
違
反

点
数
も
二
点
か
ら
三
点
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

19 

暴
力
団
を
社
会
か
ら
締
め
出
す
た
め
に
は
、

警
察
の

取
締
り
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
手
を
つ
な
い
で

「
暴
力
団
が
活
動
で
き
な
い
社
会
環
境
作
り
」
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
最
近
の
暴
力
団
は
、

不
動
産
の
地
上
げ
、
会
社

の
倒
産
整
理
、
交
通
事
故
の
示
談
等
に
介
入
す
る
な
ど

市
民
の
経
済
生
活
に
土
足
で
入
り
込
ん
で
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
民
の
顔
を
し
て
近
づ
い
て
く
る
暴
力

団
に
油
断
は
禁
物
で
す
。

暴
力
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め、

県
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

-
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

・
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

・
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

の

「
暴
力
追
放
三
な
い
運
動
」
を
推
進
し
、
地
域
社
会

か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。
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を
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介
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野
外
で
薬
草
を

勉
強
す
る
会

野
外
に
出
て
薬
草
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ

ン
タ
ー
で
は
、
皆

さ
ん
に
薬
草
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
富

山
医
科
薬
科
大
学
附
属
薬
用
植
物
園
長
吉
崎

正
雄
先
生
を
講
師
と
し
て
次
の
と
お
り
「
野

外
で
薬
草
を
勉
強
す
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

-
日
時

7
月
お
日
制
9
時
か
ら
げ
問
時
ま
で

・
場

所

立

山

山

麓

大

品

山

周

辺

(た
だ

し
大
雨
の
場
合
は
、
家
族
旅
行
村

周
辺
に
変
更
し
ま
す
。)

-
集
合
場
所
立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
管
理

事
務
所
前

(上
新
川
郡
大
山
町
大

宮
)

-
参
加
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
ゴ
ン
ド
ラ

リ
フ
ト
片
道
料
金

(
五
七

O
円
)
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
筆
記
用
具
、
昼
食、

軍
手
、
雨

具
を
持
参
の
う
え
、

ハ
イ
キ

ン
グ
用
の
服
装

で
参
加
願
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
・
刀

・
0
8
0
1

グお
米
4

は
、
時
間
埼
震
で

米
の
小
売
業
務
を
行
う
者
は
市

町
村
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

の
。

頼
す
言
て

ガ
A
t
ク

れ
ゆ
一

こ
安
マ

ハ
叩

(
食
糧
管
理
法
、
富
山
県
事
務
委

任
規
則
)

毎
日
食
べ

る
お
米
で
す
か
ら

信
頼
で
き
る
お
庄
で
品
質
等
が
保

証
さ
れ
た
も
の
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

「家庭の日J
作届募集

富
山
県
で
は
毎
月
第
3
日
曜
日
を

「家
庭
の

日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
の
一
層
の
普
及
を
図
る
た
め
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

-
作

文

対

象

l

小
学
生
及
び
中
学
生

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

5
枚
以
内

・
図

画

対

象

l
小
学
生

四
ツ
切
画
用
紙
を
使
用
の
こ
と

-
ポ

ス

タ

ー

対

象
|
小
学
4

・
5

・
6
年
生
及
び
中
学
生

四
ツ
切
画
用
紙
を
使
用
し
、
「
家
庭
の
日
」
の
文

字
を
入
れ
る
こ
と

-
提
出
先
各
小
・
中
学
校
・
特
殊
教
育
諸
学
校

・
締

切

九

月

上

旬

-
問
合
せ
先
県
庁
婦
人
青
少
年
課

宮

0
7
6
4
・引・

4
1
1
1
内
線

3
1
5
6

農
業
の
適
正
な

農
業
の
散
布
中
の
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
薬
の
用
途
外
使
用
に
よ
る
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
年
も
全
国
的

に
農
薬
危
害
防
止
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

富
山
県
内
に
お

い
て
は
農
薬
繁
周
期
に
あ
た

る
六
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
四
日
ま
で
の
一

ヵ
月
問
、
農
薬
及
び
そ
の
販
売
、
使
用
方
法

に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
啓
蒙
普
及
な
ど
を

行
い
、
本
運
動
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
と

子士、
Y
3
3
〆
攻
量

-づ
M
W

，
‘
=
乙
義
重

お
絵
か
き

ソ
フ

卜
を
使

っ
て
自
由
に
絵
を

描
き
、
パ
ソ

コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

に
親
し

み
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
写
真
に
撮
り
、

各
自
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

-
日
時

7
月
お
日

ω、
お
日
側
、
お
日
制

9
時
初
『
分
ー
は
時

-
場
所
・
問
合
せ
先

富
山
情
報
教
育
セ

ン
タ
ー

(小
杉
町
黒
川
県
立
大
学
構
内
)

2
0
7
6
6
・
日
・

7
1
6
1
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氷
見
で
発
見
さ
れ
た

淡
水
魚
イ
タ
セ
忌
フ
を

保
護
し
ま
し
ょ
う
/

氷
見
市
の
万
尾
川
上
流
域
で
、
学
術
上
価

値
の
高
い
、
大
変
重
要
な
天
然
記
念
物
と
し

て
国
が
指
定
し
て
い
る
イ
タ
セ

ン
パ

ラ
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
タ
セ

ン
パ

ラ
は
淡
水
に
棲
む
小
魚

の
一
種
、
タ
ナ
ゴ
類
の
仲
間
で
、
現
在
日
本

の
わ
ず
か
な
河
川
に
し
か
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
体
長

7
1
8
セ
ン
チ
で
、
雄

は
秋
に
な
る
と
美
し
く
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
な

り
、
他
の
小
魚
と
す
ぐ
区
別
で
き
ま
す
。

絶
滅
に
瀕
し
て
い

る
こ
の
イ
タ
セ

ン
パ

ラ
を
大
切
に
守

っ
て

い
き
ま
し

ょ
う
。

-
許
可
な
く
イ
タ
セ

ン
パ
ラ
を
捕
獲
す
る

と
文
化
財
保
護
法
に

よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す

国
理
を

し
て
い
ま
す
。
農
薬
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、

散
布
作
業
に
従
事
す
る
と

き
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た、

農
薬
の
用
途
外
使
用
や
誤
飲
が
な
い
よ
う
次

の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

。
安
全
な
場
所
に
鍵
を
か
け
て
保
管
す
る
な

ど
、
保
管
管
理
に
は
十
分
注
意
す
る

こ
と
。

。
清
涼
飲
料
水
の
容
器
な
ど
へ
移
し
か
え
な

い
こ
と
。

。
使
い
残
し
の
農
薬
や
空
容
器
は
、
適
正
に

処
理
す
る
こ
と
。
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梅
雨
期
の
災
害
事
故
を
防
ご
う

梅
雨
時
の
主
な
災
害
は
、
長
雨
や
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
、
洪
水
、
ガ
ケ
崩
れ
、

山
崩
れ
等
で
す
。
近
年
富
山
県
で
は
、
こ
の

種
の
大
き
な
災
害
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
素
か
ら
次
の
点
に
注
意
し
て
、
災
害
か
ら

家
族
や
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
関
心
を
持
ち
ま
し

ょ
‘っ
。

②
過
去
の
災
害
や
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い

る
所

の
地
形
等
か
ら
、
災
害
の
発
生
し
や
す
い

場
所
等
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
溝
や
水
門
か
ら
水
が
溢
れ
な
い
よ
う
、
し

っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

④
家
族
で
話
し
合
い
、
避
難
場
所
や
方
法
な

ど
も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
避
難
の
際
の
携
帯
品
は
必
要
最
小
限
度
の

も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
市
町
村
か
ら
の
避
難
指
示
が
あ

っ
た
場
合

は
す
ば
や
く
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
連
絡
が
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ
た

ら
す
ば
や
く
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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円

※
問
合
せ

第
川
刊
回
記
念
富
山
県
民
謡
民
舞
大
会

富
山
県
内
に
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
体
が
す
べ
て
出
演
す
る
予
定
で
す
。

い
る
民
謡
民
舞
を
一
堂
に
集
め
、
富
山
の

魅
力
と
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

主
催
の
富
山
県
民
謡
民
舞
連
盟
は
、
県

内
各
地
で
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る

民
謡
民
舞
を
正
統
に
保
存
伝
承
し
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
保
存
団
体
に
よ
り
、

昭
和
幻
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

毎
年
こ
の
大
会
を
開
催
し
、
今
年
は
第

ω

回
の
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
。
加
盟
加
団

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
0

・
日
時

3
年

7
月
引
日
岡山

ロ
時
初
『
分
か
ら
げ
時

，

.
場

所

富

山

県

民

会

館

-
料

金

無

料

※
問
合
せ
先
富
山
県
教
育
委
員
会
文
化
課

宮

0
7
6
4
・引・

4
1
1
1

内
線

4
6
3
4

-
v

・v・v

・
-
v

・v

・
-
v

・v

・
-
v

・v

・
-
v

・v・v鋪v
・v

・
-
v

・v

・
-
v
v

春の交通安全運動初日行事

第29回富山県身体障害者体育大会

第42回富山県植樹祭

「看護の白」記念式典

富山県沿海地方友好訪問団結団壮行式(-18日)

野鳥愛護表彰式

警察音楽隊ふれあいコンサート

5.ij 11日

5月12日

5月14日
5月16日

次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
実
施

場
所
に
よ
っ
て
は
成
分
献
血
の
で

き
る
献
血
車
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
成
『
分
献

血
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
県
薬
務
課
、
市
町
村
の
窓

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
(
担
当
課
)

立
山
砂
防
現
地
見
学
会

参
加
者

募

集

• 対
象

小
学
校

5
年
生
j

臼
歳
ま
で
の

県
内
在
住
者

ω名
(
l
回
当
り
)

第

i
回

7
月
引
日
嗣

第

2
回

8
月

7
日
嗣

第

3
回

8
月
刊
ω
日
附

9
月

4
日
制

「
今
日
の
日
本
画
|
有田山種美術館賞展
」

新
進
の
日
本
画
家
の
登
龍
門
と
し
て
注
目
の
優
品
に
よ
っ
て
今
日
の
日
本
画
の
動
向
を

さ
れ
て
い
る
「
山
種
美
術
館
賞
展
」
が
、
こ
展
望
し
ま
す
。

の
た
び
県
民
会
館
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
山
種
美
術
館
賞
の
記
念
す
べ
き
第
ー

今
回
の
富
山
展
で
は
今
年
開
催
さ
れ
た
第
ハ
回
大
賞
を
受
賞
し
た
、
下
回
義
寛
氏
(
本
県

回
展
の
入
選
作
に
加
え
、
過
去
山
田
の
大
賞
・
滑
川
市
出
身
)
の
「
仔
馬
と
少
年
」
も
展
示

優
秀
賞
の
受
賞
作
初
点
を
展
示
し
、
計
的
点
さ
れ
ま
す
。
新
鮮
な
感
性
と
個
性
に
溢
れ
る

作
品
に
、
ど
う
ぞ
御
期
待
く
だ
さ
い
。

-
会
期

7
月
旧
日
制
i
8
月
4
日
田

休
館
日

7
月

μ
日

・
開

館

時

間

午

前

9
時

1
午
後

6
時

-
料

金

一

般

六

二

O
円

高

大

生

四

一

O

小
中
生
=
二

O
円

県
民
会
館
文
化
事
業
課

宮

0
7
6
4
・辺・

3
1
1
1

-
定
。
実
施
日 員

第
4
回

.
申
し
込
み
方
法

各
市
町
村
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る

往
復
ハ
ガ
キ
で
下
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

夏
山
の

遭
難
事
故
を
防
ご
う

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
が
到

来
し
ま
す
。
夏
山
で
は
転
落
、
滑
落
、
落
石
、

落
雷
、
発
病
等
の
危
険
も
一
杯
で
す
。
入
山

前
に
事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
体
調
を

整
え
、
自
介
の
体
力
、
技
術
、
経
験
に
適
し

た
無
理
の
な

い
山
を
選
び
、
夏
山
の
遭
難
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
登
山
す
る
場
合
は
、
必
ず
登
山
届

を
入
山
口
の
駅
、
派
出
所
等
へ
提
出
し
ま
し

ょ
う
。
単
独
登
山
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

弘、以d

ポートセールス推進協議会設立総会

富山県人材確保対策本部会議

富山県がん対策計画推進本部会議

知事のまちまわり(婦中町・山田村)

富山県中央植物公園起工式

消費者月間記念富山県大会

世界禁煙デー街頭啓発

富山県美術展覧会開会式(-7日)

5月n日
5月23日
5月24日

5月28日

5月29日

5月30日
5月31日
6月1日

-
申
し
込
み
締
切
日

第
l

・
2
回

7
月
同
日

ω

第

3

・
4
回

8
月
日
日

ω

-
問

合

せ

一

T
m
富
山
市
中
市

3
の
i

(
社
)
北
陸
建
設
弘
済
会

8
0
7
6
4
・お・

8
5
6
1
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夏
期
の

水
難
事
故
を
防
ご
う

暑
い
季
節
を
迎
え
、
各
地
の
海
水
浴
場
、

プ
ー
ル
、
河
川
で
は
、
水
泳
、
魚
釣
り
、
水

遊
び
等
涼
を
求
め
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。こ

の
時
期
は
痛
ま
し
い
水
死
事
故
も
多
く

発
生
し
て
お
り
、
次
の
事
に
注
意
し
て
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈〉
飲
酒
し
て
の
水
泳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

〈〉
遊
泳
禁
止
場
所
や
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で

い
る
子
供
を
見
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日 曜 場 所 時 間

3 土 J R富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 

4 日 滑川市「エール」ショッピングセンター 10 : 00 -15 : 30 

5 月 砺波市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

10 土 富山市「アピ九ショ、ンピンクーセンター 10 : 00 -16 : 00 

11 日 富山市中央通り 10 : 00 -16 : 00 

黒部市「メルシ一」ショッヒ。ンクeセンター 10 : 00 -15 : 30 

17 土 富山西武前 10 : 00 -1 6 : 00 

下村役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

18 日 富山西武前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

24 土 J R富山駅前 10 : 00 -1 6 : 00 

25 日 井波町文化会館前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

26 月 大門町総合会館前 9 :30-12: 00 

大島町役場前 13: 00-15: 30 

31 土 J R高岡駅前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

※富山県赤十字血液センター(富山市牛島本町)では、毎土曜日
の午後も開所し(祝祭日除)、献血を受付けています。

苔首街頭献血日程

全日空富山一札幌便就航記念式典

ソ連沿海地方実務協議団知事表敬

砂防コンサー卜

「
Z
W
之
内

J
n
u」
E
h
M
+
ノ〉コ、、
E
=も
M

コ
ヨ
周
辺

.
雲

G
E
混
且
仁
左
し
道
重
L
F医

7
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
で
必
要
量
を
確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

問
で
す
。

μ

ま
せ
ん
。

医
療
に
必
要
な
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
献
今
月
は
、

血
に
よ
り
確
保
す
る
体
制
を
目
指
し
、
広
く
し
ま
す
。

県
民
に
対
し
献
血
思
想
の
普
及
を
図
る
と
と
な
お
、

も
に
、
今
後
一
層
の
推
進
が
望
ま
れ
る
成
介

献
血
と

4
0
0
M
献
血
へ
の
理
解
と
協
力
を

得
る
た
め
、
全
国
的
に
こ
の
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
う
え
有
効
期
間
が
短
い
た
め
、
常
に
献
血

6月3日
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知事のまちまわり(宇奈月町)

第55回国民体育大会富山県準備委員会第4回総
.6.. 
A 

J ET '92ミス最終審査

富山県緑化推進県民会議

望ましい立山を考える会

6月58
6月6日

6月78
6月10日
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エ
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と
/
園
永
甚
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
富
山
県
植
樹
祭

②
「
看
護
の
日
」
制
定
記
念
事
業

③
今
井
俊
満
展

④
富
山
|
札
幌
線
の
開
設
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/
池

端

滋

p
日

一
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
コ
ー
ナ
ー

p
m
一
ふ
る
さ
と
み
て
あ
る
記
/
大
沢
野
町

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

-
表
紙
撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

六
月
一
目
、
平
成
三
年
富
山
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
の
総
合
開
会
式
が
、
富
山
市
五
福

の
県
営
陸
上
競
技
場
で
選
手
、
役
員
ら
約
千
三

百
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
山
商
業
陸

上
部
三
年
の
平
井
清
乙
主
将
が
「
明
日
を
目
指

す
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
力
の
限
り
競
技
し
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
た
後
、
各
種
目
で
熱
戦
の
火

ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

P 

2 
P 
6 

p p 
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g~主主雪層調ltiIF..
富山県受通事eR相談所東別館7階

台(0764)31-41竹内759

-哩IJWB:III・r~~.

-・I~拐容2・E・r:.ヨ・・

高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者
総合相談センター
富山市舟橋南町5-]4
社会福祉会館内

宮(0764)41-4 1 1 0 

…:込!岡弘1
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第己、最終土曜日

「県からのお知らせ」

県わらの木、ソトニ三一ス見て、聞いて、ご意見をお寄せくださいo

-:O.~ 
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM9: 30-9: 45 
「志の輔・陽子のふるさとトーク」

・北日本放送 毎週日曜日AM11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県で=す」※翌日同時間再放送

7/7 ふるさとのスポーツ
7/14 開幕まであと一年ジャパンエキスポ富山
7/21 人材確保対策
7/2日 開館10周年の近代美術館
・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rl12万人のひろば クイズ/フォー力ス・イン」

同岡田閉山

・FMとやま
「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9: 30-9: 35 

覚

談

J
V

-
相

判
。

法
な

化
、|

商

ん

ル
川

質
ど

。ヮ
〈

悪

、す-一
己

.
ど
ま

ヨ
4

題
な

じ

ω

問
剤

応

市

庭

い

も

旧

家
せ
に

宮

思
い
込
み
、

そ
れ
を
羨
望

の
的
と
し
て

き
た
歴
史
が
、

今
日
の
住
宅

建
築
を
低
水

準
な
も
の
に

し
て
き
た
。

加
え
て
、
建

築
の
か
商
品

化
。
に
よ
る

画
一
的
で
、

通
俗
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
売
り
物
に
し
た
プ
レ
ハ
ブ

住
宅
な
ど
の
氾
濫
が
、
か
街
な
み
。
と
い
う
文
化
を

失
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。

建
築
と
は
、
そ
の
地
域
の
気
候
・
風
土
・
歴
史
・

文
化
に
育
ま
れ
、
そ
の
集
積
と
し
て

か早川
Y

成
す

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
使
わ
れ
る
素
材
に
も
、

造
り
上
げ
る
技
に
も
、
使
い
こ
な
す
機
能
に
も
、

地
域
固
有
の
も
の
が
あ
り
、
美
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
自
然
環
境
や
資
源
環
境
、
文
化
環
境
な
ど
、

そ
の
か
地
域
固
有
の
環
境
を
具
備
し
た
住
ま
い
づ

く
り
。

こ
そ
、
今
、
街
な
み
を
再
生
す
る
た
め
に

必
要
な
考
え
方
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
八
尾
町
で
建
設
が
進
む
「
「
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

八
尾
・

上
野
か
ざ
み
台
」
は
、
そ
ん
な
今
後
の
住

ま
い
づ
く
り
を
示
唆
す
る
試
み
と
し
て
、
全
国
的

に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

伝
統
的
な
職
人
の
町
で
あ
り
、
。
お
わ
ら
風
の
盆
。

の
町
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
八
尾
町
の
地
域
特
性

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
快
適
な
居
住
空
間
と
街
な
み

景
観
を
提
案
し
て
い
る
。
し
か
も
、
計
画
の
段
階

か
ら
地
元
工
務
屈
の
大
工
さ
ん
と
設
計
事
務
所
に

よ
る
共
同
作
業
と
い
う
か
新
た
な
生
産
シ
ス
テ
ム
。

の
構
築
に
も
道
を
拓
い
て
お
り
、
地
域
の
住
宅
文

化
全
般
に
広
く
か
か
わ
る
画
期
的
な
試
み
と
言
わ

住
ま
い
が
見
セ
3
M風
の
盆
M

-立証制同同町4・H・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は〉

合 (0764)32-9233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777 

-・・・・・且弓.~・同園恒E唖..F.__  _ 

-・・・・.. ・1illI箇置副匝圃皿盟・・・・・・

富山市新総由輪ト7(県庁内)
宮 (0764)3卜4111附)
31-313H県民相談電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)
宮 (0766)21-9411(1"t)
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮 (0765)24-5311悦)
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151(1"t)

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くださいo

~ (0120)16 - 7400 (県庁県民生活課内)

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

面炎キ目民県

V
レ

。現
代
建
築
。
華
や
か
な
る
日
本
、
さ
れ
ど
建
築

と
い
う

か
文
化
。
の
見
え
ぬ
そ
の
象
徴
が
、

身
近

な
「
住
宅
建
築
」
に
あ
る
と
い
う
の
も
皮
肉
な
話

で
あ
る
。
戦
後
、
多
く
の
中
核
都
市
が
焦
土
と
化

し
た
シ
ョ

ッ
ク
か
ら
か
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

建
築
な
ら
さ
も
上
等
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
八
尾
(
上
野
か
ざ
み
台
)

-
先
日
、
近
代
美
術
館

へ
今
井
俊
満
さ
ん

の
公
開
制
作
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
「
エ
イ

ツ
ノ・」「ヤ

l
/・」と
も
の
す
ご
い
気
迫
で
、

絵
の
具
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
た
た
き
つ
け
た

り
、
バ
ケ
ツ
に
い
れ
た
絵
の
具
を
ひ

つ
く

り
か
え
し
た
り
:
:
:
。
う
わ
さ
に
は
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
も
の
す
ご
い
緊
張

感
と
荒
々
し
い
制
作
過
程
に
、
た
だ
た
だ

呆
気
に
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
、

飛
び
散
る
絵
の
具
を
必
死
に
よ
け
な
が
ら
、

写
真
を
撮
り
続
け
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
ん

な
命
が
け
の
取
材
に
な
る
と
は
・.

(
T
)
 

A
V
と
や
ま
緑
の
感
謝
祭
で
大
島
町
赤
井
の

親
子
獅
子
舞
を
見
物
し
ま
し
た
。
若
衆
の

「ヤ

ァ
l
」
と
い
う
威
勢
の
よ
い
か
け
声
に

の
っ
て、

三
つ
の
獅
子
頭
が
縦
横
無
尽
に

動
き
ま
わ
り
、
と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
し

…
た
。
ま
た
「
花
の
御
礼
、
花
づ
く
し
で
申

…
す
な
ら

l
」
と
始
ま
る
青
年
団
長
の
野
太

…

い
声
に
よ
る
口
上
も
、
と
て
も
お
も
し
ろ

附
く
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
う

一
度
聞
い
て

緩
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
(
A
)

-v園永
さ
ん
か
ら
保
護
司
が
無
報
酬
の
特

別
公
務
員
で
あ
る
と
い
う
事
を
聞
い
て
、

驚
く
と
と
も
に
感
動
し
ま
し
た
。
地
獄
の

沙
汰
も
金
次
第
と
い
う
風
潮
が
強
い
現
代

に
お
い
て
、

三
十
年
余
り
も
の
長
い
問
、

胸
何
の
見
返
り
も
求
め
ず
に
、
他
の
人
の
た

問
め
に
誠
意
を
も

っ
て
尽
し
て
こ
ら
れ
た
国

側
永
さ
ん
。
優
し
い
微
笑
が
と
て
も
さ
わ
や

か
で
し
た
。

(
M
)

24 

れ
て
い
る
。

今
春
、
こ
の
団
地
に
越
し
て
き
た
木
下
邸
で
は
、

知
人
の
大
工
さ
ん
か
ら
か
建
築
論
。
を
聞
か
さ
れ
、

彼
が
建
て
た
住
宅
を
見
て
ま
わ
る
う
ち
に
、
八
尾

の
か
家
。
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
知
っ
た
と
い
う
。

「
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
ら
、
た
ぶ

は
や
り

ん
流
行
の
家
を
買
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
。木。

の
家
に
暮
ら
す
こ
と
の
良
さ
は
、
体
験
し
な
い
と

ね
。
大
工
さ
ん
の
お
陰
で
す
ね
」

一
昔
前
な
ら
、
こ
ん
な
話
は
い
く
ら
で
も
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
街
な
み
を
壊
す
よ
う
な
派
手
好

み
や
自
『
分
勝
手
な
建
築
に
走
る
者
に
対
し
て
、
ち

ゃ
ん
と
説
教
で
き
る
だ
け
の
か
建
築
的
教
養
々
が

ブ

ロ

庶
民
に
も
職
人
に
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

八
尾
町
が
進
め
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
様

々
な
意
味
で
、
我
々
に
か
建
築
。
と
は
何
か
、
住

ま
い
と
は
何
か
を
教
え
て
い
る
。
八
尾
と
い
う
古

い
街
が
、
近
代
化
と
い
う
嵐
の
中
で
失
っ
た
も
の

を
、
今
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
す
る
か
八
尾
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
。
で
も
あ
る
の
だ
。
。
新
し
い
八
尾
。
に

も
、
今
年
は
、
。
風
の
盆
。
が
や
っ
て
く
る
。写真/風間耕司(日本写真家協会会員)

文責/岡田順一(富山エデイータサロ ン)
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第3回世界ポスタートリエンナーレトヤマ1991
1991年7月5自画一9月5自国 語星空富山県立近代美術館 ?ぷ222ぷ:泣2ぷ01601tUt~

富山県立近代美術館「世界ポスタートリ工ンナーレトヤマ(I PT)J展は、わが国で開催される唯一の世界公募のポスターコンテ
ストです。その第3回展を、近代美術館開館10周年の今夏に開催することになりました。
今回は、過去己回を上回る48力園、2.700点もの応募があり、日本の一流デザイナーによる第l次審査によって、 347点が入選率12.8
%の難関在突破しました。この後、 7月上旬の第己次審査によって、グランプリをはじめとする入賞作昂が決定します。「ポスター
は時代を映す」とよく言われるように、それぞれが各国の文化や伝統的基盤とともに今日的な社会情勢をも反映し、多くのことを
語り力、けてきます。入選したポスターは国際的に著名なデザイナーから若手の気鋭デザイナーまでの幅広い層による世界最高レベ
ルのものであり、さながら富山の地で開催されるポスターのオリンピックと呼ぶことができるでしょう。
・日時 7 月 5 日陰J~8 月 5 日(柄
・料金 一般870(71 0)円、高校・大学生660(480)円、小・中学生380(270)円 (
・問合せ fi0764・2l・7l l l 

)内は団体料金

FIRST JAPAN EXPOSITION IN TOYAMA '92 

第1回ジャノにンエキスポ富山'92
会期/平成4年7月10日⑥-9月27日(日)80日間会場/県民公園太閤山ランド

富山市新総曲輪1の7宮3ト3131(県民相談電話)/印刷悌チユザエツ富山県企画県民部広報課企画発行平成3年ア月号県広報とやま


